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このコーナーでは、海
かい
外
がい
で日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
えるときに、教

きょう
師
し
が直

ちょく
面
めん
すると思

おも
われる問

もん
題
だい
をと

りあげ、質
しつ
問
もん
に答
こた
える形

かたち
で、読

どく
者
しゃ
のみなさんの参

さん
考
こう
になる情

じょう
報
ほう
を提
てい
供
きょう
していきます。

A 学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に現

げん
代
だい
の日

に
本
ほん
社
しゃ
会
かい
や日

に
本
ほん
人
じん
の生

せい
活
かつ
・考

かんが

え方
かた
を理

り
解
かい
させることは、日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
を効

こう
果
か

的
てき
に行

おこな
うためにも必

ひつ
要
よう
です。日

に
本
ほん
語
ご
が使

つか
われる場

ば
面
めん
や人

にん

間
げん
関
かん
係
けい
についての理

り
解
かい
を深

ふか
めることは日

に
本
ほん
語
ご
のコミュニ

ケーションにも役
やく
立
だ
つからです。

日
に
本
ほん
語
ご
の授

じゅ
業
ぎょう
の中

なか
で、どのような教

きょう
材
ざい
を使

つか
って、どの

ように、どこまで詳
くわ
しく日

に
本
ほん
社
しゃ
会
かい
や日

に
本
ほん
人
じん
の生

せい
活
かつ
・考

かんが
え

方
かた
を教

おし
えるかは、そのコースの目

もく
標
ひょう
、学

がく
習
しゅう
時
じ
間
かん
、学

がく
習
しゅう
者
しゃ

の日
に
本
ほん
語
ご
力
りょく
などによって違

ちが
います。ここではいくつかの

授
じゅ
業
ぎょう
例
れい
と教

きょう
材
ざい
を紹

しょう
介
かい
しますので、みなさんの授

じゅ
業
ぎょう
計
けい
画
かく
の

参
さん
考
こう
にしてください。

◆初
しょ
級

きゅう
日
に
本
ほん
語
ご
の授
じゅ
業

ぎょう
の中
なか
で

初
しょ
級
きゅう
ならどんなクラスでも、自

じ
己
こ
紹
しょう
介
かい
の場

ば
面
めん
の会

かい
話
わ
を

教
おし
えることでしょう。たとえば、ふつうは次

つぎ
のような会

かい

話
わ
だと思

おも
います。

＜会
かい
話
わ
Ａ＞

春
はる
子
こ
：はじめまして、林

はやし
春
はる
子
こ
です。どうぞよろしく。

ジョン：ジョンです。こちらこそ、どうぞよろしく。

社
しゃ
会
かい
人
じん
のクラスでなら、たぶん次

つぎ
のような自

じ
己
こ
紹
しょう
介
かい

になるでしょう。

＜会
かい
話
わ
Ｂ＞

山
やま
田
だ
：はじめまして、富

ふ
士
じ
自
じ
動
どう
車
しゃ
の山

やま
田
だ
と申
もう
します。

よろしくお願
ねが
いします。

スミス：東
とう
西
ざい
商
しょう
事
じ
のスミスです。こちらこそ、よろし

くお願
ねが
いします。

この会
かい
話
わ
を教

おし
えるときに、ことば以

い
外
がい
に、日

に
本
ほん
に関

かん
し

てどんなことを教
おし
えることができるでしょうか。まず、

Ａの場
ば
合
あい
もＢの場

ば
合
あい
も、日

に
本
ほん
人
じん
の名

な
前
まえ
の特

とく
徴
ちょう
について説

せつ

明
めい
することができます。たとえば、

①日
に
本
ほん
人
じん
の名

な
前
まえ
は姓

せい
＋名

めい
からできていること。例

れい
：林

はやし

（姓
せい
）＋春

はる
子
こ
（名
めい
）

②佐
さ
藤
とう
、鈴

すず
木
き
、高

たか
橋
はし
、田

た
中
なか
、渡

わた
辺
なべ
、伊

い
藤
とう
、山

やま
本
もと
、小

こ
林
ばやし
、

中
なか
村
むら
という姓

せい
が多
おお
いこと。

③名
な
にはふつう男

だん
女
じょ
による違

ちが
いがあること。例

れい
：「～子

こ
」

というのは女
じょ
性
せい
の名

な
前
まえ
。

④名
な
の付

つ
け方

かた
には流

りゅう
行
こう
があること。例

れい
：最

さい
近
きん
は女

おんな
の子

こ
に

「子
こ
」を付

つ
けないことが多

おお
い。

もちろん、教
きょう
師
し
が一

いっ
方
ぽう
的
てき
に説

せつ
明
めい
するだけではなく、学

がく

習
しゅう
者
しゃ
が知

し
っている日

に
本
ほん
人
じん
の姓

せい
名
めい
をあげさせて黒

こく
板
ばん
に書

か
い

てから、説
せつ
明
めい
してもいいと思

おも
います。

また、会
かい
話
わ
Ｂでは、自

じ
己
こ
紹
しょう
介
かい
のときに名

めい
刺
し
を交

こう
換
かん
する

はずです。ですから、日
に
本
ほん
人
じん
の名

めい
刺
し
の実

じつ
物
ぶつ
や写

しゃ
真
しん
を見

み
せ

ながら名
めい
刺
し
についていろいろ説

せつ
明
めい
することができます。

◆異
い
文
ぶん
化
か
理
り
解
かい
のための授

じゅ
業

ぎょう
（初
しょ
等
とう
・中
ちゅう
等
とう
教

きょう
育
いく
）

世
せ
界
かい
各
かく
地
ち
の初

しょ
等
とう
・中

ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
の中

なか
には、異

い
文
ぶん
化
か
理
り
解
かい

教
きょう
育
いく
のひとつとして日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
を行

おこな
う機

き
関
かん
が増

ふ
えていま

す。使
つか
われる教

きょう
科
か
書
しょ
は、その国

くに
（または州

しゅう
）で作

さく
成
せい
され

たシラバスにしたがって制
せい
作
さく
されるのが一

いっ
般
ぱん
的
てき
です。た

とえば次
つぎ
のリストはオーストラリアで開

かい
発
はつ
された教

きょう
科
か
書
しょ

シリーズです。

National Curriculum Guidelines for Japanese編
へん
の

YOROSHIKUシリーズ

“NIKO NIKO”（小
しょう
学
がく
生
せい
向
む
け）

“MOSHI MOSHI”（中
ちゅう
学
がく
生
せい
向
む
け）

“PERA PERA”（高
こう
校
こう
生
せい
向
む
け）

この教
きょう
科
か
書
しょ
の特

とく
徴
ちょう
は、日

に
本
ほん
について紹

しょう
介
かい
するときに、

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の共

きょう
通
つう
語
ご
である英

えい
語
ご
が必

ひつ
要
よう
に応

おう
じて効

こう
果
か
的
てき
に使

つか
わ

れていることです。たとえば、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が知

し
っている日

に
本
ほん

語
ご
では十

じゅう
分
ぶん
に説

せつ
明
めい
できない場

ば
合
あい
には、英

えい
語
ご
を使

つか
って解

かい
説
せつ

しています（例
れい
１）。もちろん、日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
もできるよ

うになっています（例
れい
２）。

YOROSHIKUシリーズ連
れん
絡
らく
先
さき
：

Curriculum Corporation
St Nicholas Place, 141 Rathdowne St. Carlton,
VIC 3053, Australia
Tel:03-639-0699 Fax:03-639-1616

海外日本語教育Q & A

Ｑ　海
かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が、日

に
本
ほん
語
ご
の授

じゅ
業
ぎょう
の中

なか
で、現

げん
代
だい
の日

に
本
ほん
社
しゃ
会
かい
や日

に
本
ほん
人
じん
の生

せい
活
か

つ
・考

かんが
え方

かた
などを理

り
解
かい
することができるようになるために、教

きょう
師
し
はどのような授

じゅ
業
ぎょう
計
けい
画
かく

をすればいいでしょうか。また、どのような教
きょう
材
ざい
を使
つか
えばいいでしょうか。

かい がい に ほん ご きょういく
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◆日
に
本
ほん
社
しゃ
会
かい
・日
に
本
ほん
人
じん
をテーマにした

読
どっ
解
かい
・会
かい
話
わ
の授
じゅ
業

ぎょう

読
どっ
解
かい
、会

かい
話
わ
などの教

きょう
材
ざい
を選

えら
ぶときに、日

に
本
ほん
社
しゃ

会
かい
・日

に
本
ほん
人
じん
をテーマとした日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
を選

えら
べば、

日
に
本
ほん
語
ご
の学

がく
習
しゅう
と同

どう
時
じ
に日

に
本
ほん
についていろいろな

ことを考
かんが
えたり知

し
ったりできます。このタイプ

の授
じゅ
業
ぎょう
を効

こう
果
か
的
てき
に行

おこな
うには、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が初

しょ
級
きゅう
終
しゅう
了
りょう

程
てい
度
ど
以
い
上
じょう
の日

に
本
ほん
語
ご
力
りょく
を持

も
っていることが必

ひつ
要
よう
で

す。以
い
下
か
に教

きょう
科
か
書
しょ
の例
れい
を紹

しょう
介
かい
しましょう。

『日
に
本
ほん
の社
しゃ
会
かい
と経
けい
済
ざい
を読

よ
む』東

あずま
照
しょう
二
じ
他
ほか
著
ちょ
、1995年

ねん
、

研
けん
究
きゅう
社
しゃ
（「社

しゃ
会
かい
編
へん
」「ビジネス編

へん
」に分

わ
かれ、20

のテーマが扱
あつか
われている。）

『たのしく読
よ
める日

に
本
ほん
のくらし12カ

か
月
げつ
』国

こく
際
さい
日
に

本
ほん
語
ご
研
けん
究
きゅう
所
じょ
編
へん
、1992年

ねん
、杏

きょう
文
ぶん
堂
どう
（日

に
本
ほん
の年

ねん
中
じゅう
行
ぎょう

事
じ
、日

に
本
ほん
人
じん
の１年

ねん
の生

せい
活
かつ
がテーマとして扱

あつか
われ

ている。）

『日
に
本
ほん
を話

はな
そう～15のテーマで学

まな
ぶ日

に
本
ほん
事
じ
情
じょう
～』

日
にっ
鉄
てつ
ヒューマンデベロプメント／日

に
本
ほん
外
がい
国
こく
語
ご
専
せん
門
もん
学
がっ
校
こう
著
ちょ
、

1994年
ねん
、ジャパンタイムズ（「住

じゅう
宅
たく
事
じ
情
じょう
」「高

こう
齢
れい
化
か
社
しゃ
会
かい
」

「日
に
本
ほん
人
じん
の労

ろう
働
どう
観
かん
」「教

きょう
育
いく
」など15のテーマが扱

あつか
われて

いる。）

『日
に
本
ほん
語で学

まな
ぶ日

に
本
ほん
経
けい
済
ざい
入
にゅう
門
もん
』藤

ふじ
森
もり
三
みつ
男
お
、野

の
澤
ざわ
素
もと
子
こ
著
ちょ
、

1992年
ねん
、創

そう
拓
たく
社
しゃ
（「日

に
本
ほん
の流

りゅう
通
つう
機
き
構
こう
」「日

に
本
ほん
における技

ぎ
術
じゅつ

開
かい
発
はつ
」「産

さん
業
ぎょう
政
せい
策
さく
」など経

けい
済
ざい
に関

かん
する10のテーマが扱

あつか
わ

れている。）

『新
しん
聞
ぶん
で学

まな
ぶ日

に
本
ほん
語
ご
～読

よ
んで話

はな
す現

げん
代
だい
の日

に
本
ほん
～』水

みず
谷
たに
修
おさむ
、

信
のぶ
子
こ
著
ちょ
、1996年

ねん
、ジャパンタイムズ（この本

ほん
は『日

に
本
ほん
語
ご

教
きょう
育
いく
通
つう
信
しん
』28号

ごう
の「本

ほん
ばこ」で詳

くわ
しく紹

しょう
介
かい
しています。）

◆学
がく
習

しゅう
者
しゃ
が主
しゅ
体
たい
的
てき
に情
じょう
報
ほう
を集
あつ
めて発

はっ
表

ぴょう
する授

じゅ
業

ぎょう

（大
だい
学
がく
の例
れい
）

私
わたし
がインドネシアの大

だい
学
がく
で日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
えていたときに

行
おこな
った授

じゅ
業
ぎょう
の例
れい
を紹

しょう
介
かい
します。

「現
げん
代
だい
日
に
本
ほん
事
じ
情
じょう
」という４年

ねん
生
せい
を対

たい
象
しょう
にした授

じゅ
業
ぎょう
です。

まず、「現
げん
代
だい
日
に
本
ほん
事
じ
情
じょう
」を学

がく
生
せい
に理

り
解
かい
させるために、日

に

本
ほん
の新

しん
聞
ぶん
、雑

ざっ
誌
し
、政

せい
府
ふ
が出

だ
している白

はく
書
しょ
類
るい
（主

おも
に『国

こく
民
みん

生
せい
活
かつ
白
はく
書
しょ
』）などから読

どっ
解
かい
の教

きょう
材
ざい
を選

えら
びました。選

えら
んだ

テーマは、「老
ろう
人
じん
問
もん
題
だい
」「結

けっ
婚
こん
問
もん
題
だい
」「教

きょう
育
いく
問
もん
題
だい
」「家

か
庭
てい
・

家
か
族
ぞく
」「仕

し
事
ごと
観
かん
」などです。この授

じゅ
業
ぎょう
の目

もく
的
てき
は、現

げん
代
だい
日
に

本
ほん
を理

り
解
かい
することですから、教

きょう
材
ざい
を読

よ
むときに、語

ご
彙
い
や

表
ひょう
現
げん
の説

せつ
明
めい
はしますが、文

ぶん
法
ぽう
的
てき
な説

せつ
明
めい
はできるだけ少

すく
な

くし、内
ない
容
よう
の理

り
解
かい
を中

ちゅう
心
しん
に速

そく
読
どく
の方

ほう
法
ほう
をとりました。学

がっ

期
き
末
まつ
近
ちか
くになって、学

がく
生
せい
たちに「インドネシアから見

み
た

現
げん
代
だい
日
に
本
ほん
」という共

きょう
通
つう

テーマで口
こう
頭
とう
発
はっ
表
ぴょう
さ

せ、最
さい
後
ご
に日

に
本
ほん
語
ご
のレ

ポートを提
てい
出
しゅつ
させまし

た。発
はっ
表
ぴょう
やレポートを

書
か
くにあたって、イン

ドネシア人
じん
に対

たい
するア

ンケート調
ちょう
査
さ
、インド

ネシアの新
しん
聞
ぶん
・雑

ざっ
誌
し
に

出
で
た日

に
本
ほん
に関

かん
する記

き
事
じ
、

日
に
本
ほん
についての統

とう
計
けい
資
し

料
りょう
のいずれかを分

ぶん
析
せき
し

て、自
じ
分
ぶん
の意

い
見
けん
をまと

めるように指
し
示
じ
しました。

学
がく
生
せい
たちが選

えら
んだ小

しょう
テーマは「インドネシアから見

み
た

日
に
本
ほん
人
じん
観
かん
光
こう
客
きゃく
」「日

に
本
ほん
の老

ろう
人
じん
」「ガイドの見

み
た日

に
本
ほん
人
じん
観
かん
光
こう

客
きゃく
」「インドネシア人

じん
は日

に
本
ほん
の若

わか
者
もの
の変

へん
化
か
についてどう

いう意
い
見
けん
を持

も
っているか」「現

げん
代
だい
日
に
本
ほん
人
じん
女
じょ
性
せい
の状

じょう
況
きょう
」「イ

ンドネシアで出
しゅっ
版
ぱん
された日

に
本
ほん
の漫

まん
画
が
」「インドネシアの

学
がく
生
せい
が見

み
た日

に
本
ほん
の車

くるま
」「日

に
本
ほん
女
じょ
性
せい
の妊

にん
娠
しん
中
ちゅう
絶
ぜつ
」などでし

た。このようにすれば学
がく
生
せい
の興

きょう
味
み
に合

あ
わせた活

かつ
動
どう
をさせ

ることができますし、他
ほか
の学

がく
生
せい
の発

はっ
表
ぴょう
を聞

き
かせることに

よって、学
がく
生
せい
たちの視

し
野
や
を広

ひろ
げることもできます。もち

ろん日
に
本
ほん
語
ご
を速
はや
く読

よ
む力

ちから
をつけることもできます。

担
たん
当
とう
：百
もも
瀬
せ
侑
ゆう
子
こ
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
）

例
れい
２『NIKONIKO』p.26より

例
れい
１『PERAPERA』p.19より
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